






要約:現在、母子保健では少子問題を避けて通ることのできない問題である。今後、母子

保健対策として、安心して子供を生み育てることができるように保健所では、より専門的、

技術的施策に取り組むべきであるが、特に、子育てに対する負担が著しく過大となる多胎

児を出産した家庭を積極的に支援することも、ますます必要となる。非常に特殊な例では

あるが、5つ子出生を契機に開始した多胎児家庭の支援について報告する。


